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市長の手控え帖

　

そ
の
名
は
、
早は

矢や

仕し

有ゆ
う

的て
き

。
１
８
３
７
年
、

美
濃
の
国
に
生
ま
れ
る
。
名
古
屋
で
医
学
を
修

め
、
故
郷
で
開
業
。
村
人
の
期
待
を
一
身
に
担

っ
た
が
、
時
代
は
幕
末
の
激
動
期
。
松
本
良
順

や
緒
方
洪こ

う

庵あ
ん

ら
、
名
医
が
集
う
江
戸
へ
憧
れ
た
。

親
し
く
し
て
い
た
庄
屋
高た

か

折お
り

善ぜ
ん

六ろ
く

か
ら
、
江
戸

へ
の
遊
学
を
勧
め
ら
れ
る
。
青
雲
の
志
に
燃
え

る
有
的
は
江
戸
に
出
る
。
ほ
ど
な
く
裕
福
な
商

人
の
援
助
を
得
て
開
業
。
美
濃
岩
村
藩
の
お
抱

え
医
師
に
も
な
っ
た
。
若
く
し
て
優
れ
た
才
覚

が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
さ
ら
に
向
上
心
は
た
ぎ
る
。
小
さ
な
漁
村
だ

っ
た
横
浜
が
、
開
港
後
、
洋
館
の
立
ち
並
ぶ
貿

易
の
街
に
変
貌
し
て
い
た
。
世
は
英
語
の
時

代
に
な
る
と
読
み
、
横
浜
に
出
る
こ
と
を
決

断
。
診
療
所
を
開
く
一
方
で
、
貿
易
に
も
強
い

関
心
を
持
っ
た
。
そ
れ
に
は
英
語
が
欠
か
せ

な
い
。
早
速
、
福
沢
諭
吉
の
慶
応
義
塾
に
入
る
。

戊
辰
の
５
月
。
上
野
で
は
、
幕
府
彰
義
隊
と
新

政
府
軍
が
戦
っ
て
い
た
。
福
沢
は
砲
弾
の
響
く

中
、
平
然
と
英
語
で
経
済
の
講
義
を
し
た
と
い

う
。
有
的
は
そ
の
塾
生
の
一
人
だ
っ
た
。

　
こ
の
あ
た
り
の
行
動
は
実
に
素
早
い
。
時
代

の
目
指
す
方
向
へ
一
直
線
に
進
ん
だ
。
医
業
の

か
た
わ
ら
、
洋
書
・
薬
品
等
の
販
売
を
始
め
た
。

開
業
は
明
治
2
年
元
旦
。
屋
号
は
、
地
球
を
相

手
に
商
売
す
る
と
の
意
味
を
こ
め〝
丸
屋
〟と
し

た
。
数
年
後
、
恩
人
善
六
に
謝
意
を
示
し
〝
丸

善
〟
と
改
名
。
輸
入
書
籍
や
文
具
を
取
り
扱
う

大
型
店
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。

　
人
に
は
誰
し
も
、
懐
か
し
い
食
の
思
い
出
が

あ
る
。
小
学
生
の
頃
。
凍
り
つ
く
寒
さ
の
中
、

だ
る
ま
市
の
後
に
食
べ
た
中
華
そ
ば
。
香
ば
し

い
醤
油
の
匂
い
に
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
や
メ
ン
マ
。

中
学
生
の
頃
。
映
画
を
観
た
後
に
食
べ
た
、
ふ

わ
ふ
わ
と
ろ
と
ろ
卵
の
オ
ム
ラ
イ
ス
。
高
校
の

入
学
式
の
後
、
父
と
食
べ
た
サ
ク
サ
ク
と
し
た

ト
ン
カ
ツ
。
そ
の
時
の
情
景
と
味
は
、
今
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　
上
京
し
大
学
へ
。
大
学
に
は
学
生
食
堂
が
あ

る
。
メ
ニ
ュ
ー
表
に
は
、
麺
類
、
野
菜
炒
め
、

魚
や
肉
定
食
…
。
目
を
移
す
と
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
の
隣
に
〝
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
〟
の
文
字
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
？
食
券
を
買

い
、
コ
ー
ナ
ー
に
並
ん
だ
。
大
皿
の
ご
飯
の
上

に
、
赤
黒
い
ド
ロ
ッ
と
し
た
も
の
が
の
っ
て
い

る
。
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て
み
た
。
こ
れ
ま
で

食
べ
た
こ
と
の
な
い
甘
酸
っ
ぱ
い
味
が
、
口
に

広
が
る
。
こ
れ
は
う
ま
い
！
何
故
か
都
会
の
薫

り
を
感
じ
た
。

　
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
は
「
薄
切
り
牛
肉
と
タ
マ
ネ

ギ
を
ド
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
で
煮
た
も
の
を
、
米

飯
の
上
に
か
け
た
料
理
」。
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
の

元
祖
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
そ
の
中
に
、
あ

る
人
物
に
由
来
す
る
と
の
説
が
あ
る
。

　
丸
屋
創
立
に
あ
た
り
、
そ
の
目
的
を
明
ら
か

に
す
る
趣
意
書
を
作
っ
た
。「
日
本
は
列
強
と
肩

を
並
べ
る
た
め
に
も
、
貿
易
と
商
業
を
振
興
す

べ
き
。
そ
の
た
め
、
教
育
や
医
療
に
必
要
な
洋

書
や
薬
品
、
医
療
器
具
の
売
買
を
行
う
」。
ま

た
「
経
営
を
一
人
に
任
せ
き
り
に
す
る
と
危
険
。

出
資
者
と
働
く
人
の
合
議
と
す
る
」。

　
世
襲
が
基
本
だ
っ
た
商
習
慣
を
廃
し
、
所
有

と
経
営
を
分
離
す
る
な
ど
、
近
代
的
形
態
に
し

た
。
さ
ら
に
「
人
は
誰
か
の
家
来
と
し
て
で
は

な
く
、
自
分
の
意
思
と
責
任
で
自
分
自
身
の
た

め
に
働
く
も
の
」。
福
沢
の
独
立
自
尊
の
精
神

を
基
に
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
説
い
た
。

　
一
方
、
社
員
の
向
学
心
を
支
援
し
た
。
丁で

っ
ち稚

と
よ
ば
れ
た
年
少
者
を
「
見
習
生
」
と
い
い
、

英
語
や
簿
記
を
教
え
た
。
人
材
が
会
社
の
宝
で

あ
る
こ
と
を
十
分
承
知
し
て
い
た
。
丸
善
は
西

洋
の
文
化
・
学
術
を
紹
介
し
た
。
そ
の
商
品
に

よ
っ
て
培
わ
れ
た
気
風
は
「
丸
善
文
化
」
と
呼

ば
れ
、
多
く
の
文
化
人
に
愛
さ
れ
た
。

　
丸
善
名
物
と
い
え
ば「
早
矢
仕
ラ
イ
ス
」。
丸

善
ビ
ル
に
は
、「
あ
り
あ
わ
せ
の
肉
や
野
菜
を
ご

っ
た
煮
に
し
て
、
外
国
人
に
振
る
舞
っ
た
の
が

原
点
」
と
ポ
ス
タ
ー
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
医
師
時
代
に
栄
養
失
調
の
患
者
へ
滋
養
剤

と
し
て
食
べ
さ
せ
た
と
の
逸
話
も
あ
る
。

　
早
矢
仕
有
的
は
、
卓
越
し
た
先
見
性
と
情
熱

で
、
明
治
文
化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
丸

善
に
寄
る
と
、
青
春
の
味
を
求
め
、
ハ
ヤ
シ
ラ

イ
ス
を
食
べ
た
く
な
る
。

「
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
と
丸
善
」




